
243

7．吊橋技術の変遷年表

吊橋の起源は，非常に古く紀元前のロープの張り渡しによる原始的吊橋の出現まで遡らなければならない．

しかしながら，現在の吊橋の原型となったいわゆる近代吊橋の誕生は，1801年のFinleyによる吊橋を待つことと

なる．この近代吊橋誕生の背景には，補剛桁という概念の提案もさることながら，鉄という構造材料の生産に関する

種々の発明と生産の本格化が大きく寄与している．それから，約200年の間，種々の技術の発明とその発展を背景と

して吊橋技術は，めざましい発展を遂げてきた．わが国でも，戦後，長大吊橋が次々と完成し，ついには明石海峡大

橋を建設するに至っている。

ここでは，吊橋技術の発展の過程を，各年代の技術を代表する吊橋とその完成を支え吊橋技術の発展を可能とした

技術とを一つの年表として示す．また，吊橋の完成を支え吊橋技術の発展を可能とした技術は，

・材料

・設計

・施工（製作，架設）

・周辺技術

に分類して示した．
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